
地

､

球

第
十
三
番
第
六
親
昭
和
葦

ハ
月

一
日

我

国

の
経

度

基

準

測
定

の
変

遷野

稀

隆

治

私
は
本
誌
飾
十
三
塔
壁

二
髄

の
肌
文
中
に
'
歩
経
本
郷
地
樹

の
改
正
前
と
か
改
了E
綾
と
か
或
は
そ
の
線
度
修
正
盈

)
0
J
､4

な
ど
い
ふ
こ

と
を
､

再

々
辿
ぺ
て
i
=
る
の
で
'
刑
務

の
内

で
は
或
は
北
ハ
の
滋
味
LlJ.妃
に
数
行
す
る

こ
と
を
希
放

さ
れ
る
ガ
も
あ
ら
う
か
と
偶

ず
る
｡

で
'
今
別
は
'
従
姉
‖

本
所
位

の
兆
畔
練
庇

が
如
何
に
し
て
何
時
L=
尤
め
ら
れ
た
も
の
.で
あ
る
か
'
北
ハ
の
雌
血
.的
鯉
過

り
枇
杷
を
響

い
て
;1
よ
う
と
m
心
ふ
｡
地
球
延
好
琳
に

と
.つ
て
'
何
解
か
の
参
考
と
も
な
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
党
外

の
仕
合

で
あ
る
｡

柵
も

地
球
上
基
地
鮎
の
天
文
聾

的
の
経
度
と
緯
度
と
の
内
で
'
緯
度
の
方
は
他
の
地
瓢
と
は
全
然
無
踊
係
に
其
の

地
限
-
で
騨
鵜
に
決
定
す
る
こ
と
が
出
凍
る
｡
蓋
し
緯
度
を
数

へ
る
基
準
は
赤
道
で
あ
る
が
'
赤
道
両
に
は
角
夜
の

が
地
球
の
池
場
軸
で
あ
る
｡
そ
し
て
其
の
地
軸
の
方
向
を
ボ
す
所
の
天
の
北
極

(
或
は
南
極
)
は
盈
塞
上
に
殿
と
し

て
存
在
し
､
地
球
上
の
各
地
か
ら
自
由
に
之
を
望
見
す
る
こ
と
が
出
氷
る
L
t
共
の
位
置
は
塵
の
観
測
か
ら
各
地
耶

猫
自
由
は
確
定
す
る
乙
と
容
易
で
あ
る
｡
然
る
k
天
の
北
極
の
地
平
面
か
ら
の
高
度
が
其
地
の
緯
比

に
普
る
の
で
､

緯
度
だ
け
は
各
地
銘
々
畢
猫
に
他
の
地
鮎
と
何
の
相
談
な
し
に
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
評
で
あ
る
0

然
し
経
度
に
至
っ
て
は
ruう
は
い
か
を

い
｡
経
度
を
教

へ
る
基
準
は
グ
リ
ー
ニ
ッ
チ
天
文
壷
を
通
る
子
午
線
と

S,

ふ
の
で
､
天
の
北
極
夜
ど
の
櫨
に
世
界
各
地
か
ら
望
見
し
得
る
も
の
と
は
蓮
ふ
｡
が
'
串
は
79
地
球
は
等
速
度
を
以

純
切

り
紙
収
兆
叩
糊
髭
の
誕
遡

三毛



地

球

妨
十
三
各

節

大

館

三
六

二

で
白
糖
し
て
居
る
か
ら
､
或

一
つ
の
恒
盛
が
各
地
の
子
午
線
上
を
通
過
す
る
時
刻
は
経
度
は
比
例
し
て
担
っ
て
凍
る

従
っ
て
或
二
地
鮎
の
経
度
の
差
は
'
其
の
爾
地
鮎
の
い
は
ゆ
る
地
方
時
刻
の
差
は
比
例
し
､
時
間
で

1
時
間
の
差
が

紐
皮
の
十
五
度
に
常
-
､
時
間
の

一
分
乃
至

<I
砂
の
差
が
角
で
十
五
分
乃
至
十
五
秒
の
経
度
差
に
相
雷
す
る
乙
と
は

渚
君
の
炎
に
御
承
知
の
こ
と
で
あ
る
｡
従
っ
て
経
度
を
決
定
す
る
ほ
は
結
局
同

一
瞬
間
は
放
け
る
練
成
と
'
其
の
地

の
地
方
時
の
差
を
測
れ
ば
よ
い
葦
で
.
轟
ろ
其
の
時
差
を
其
の
債
鮮
度
の
代
表
と
す
る
TJ
と
が
多
い
轟
で
あ
る
の
で

あ
る
｡
と
は
い
ふ
も
の
の
､
各
地
個
々
の
地
方
時
だ
け
は
､
め
い
〈

の
魔
で
天
機
観
測
に
よ
-
精
密
に
決
定
す
る
TJ
と

が
闇
氷
る
け
れ
ど
も
､
只
同
瞬
間
に
放
け
る
練
成
の
時
間
が
今
何
時
何
分
何
秒
で
あ
る
か
む
遠
隔
の
地
に
居
て
知
る

と

い
ふ
rJ
と
が
困
難
で
あ
る
｡
勿
論
そ
れ
を
知
る
方
法
も
色
々
あ
る
が
､
要
求
が
非
常
は
精
密
を
望
む
か
但
し
は
左

裾
で
も
な
-
大
鰭
で
溝
足
す
る
か
ほ
よ
っ
て
､
方
法
を
異
は
す
る
は
い
ふ
ま
で
も
な

い
｡
例

へ
ば
､
洋
上
の
舶
師
な

ど
が
其
の
位
置

む
き
め
る
ほ
は
､
只
水
'
水
､
水
の
外
何

一
つ
邪
魔
物
も
な

い
盛
で
は
あ
る
L
t
五
性
位
量
っ
て
も

1
向
差
支
な
い
rJ
と
は
な
っ
て
居
る
が
'

一
浬
は
角
の

1
分
に
憩
る
距
離
で
あ
る
か
ら
､
結
局
経
緯
度
の
決
定
79
角

の
五
分
､
時
間
で
二
十
秒
程
度
の
視
差
は
芸
文
な
い
大
鰻
の
値
で
よ
い
と

い
ふ
fJ
と
は
在
る
｡
か
う
い
ふ
大
略
の
値

で
補
足
す
る
場
令
に
は
､
練
成

(
又
は
経
度
既
知
の
土
地
)
の
時
間
は
合
は
せ
た
精
密
を
時
計
(
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
)

n
へ
縛
っ
て
居
れ
ば
､
何
廃
に
行
っ
て
も
時
計
の
狂
以
の
範
囲
内
で
は
随
時
に
練
威
の
時
刻
&
.知
る
rJ
と
が
出
凍
る

叉
ク
ロ
ノ
メ
ー
ク
-
敏
明
以
前
の
轍
で
は
1
月

-

檀
晶
の
問
を
最
も
盛
に
縫
う
て
歩
-
天
機

-

む
ク
ロ
ノ
メ
ー

タ
ー
代
わ
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
｡
と

U､
ふ
は
'
月
の
天
蛋
上
恒
展
開
に
於
け
る
位
置
は
､
毎
日
毎
日
紋
威
時
で



精
算
し
批
梅
雁
は
載
せ
て
あ
る
｡
故
は
榎
盈
閏
は
放
け
る
月
の
枕
龍
は
恰
も
時
計
雅
面
上
の
指
針
の
如
-
､
之

tyJ観

測
す
れ
ば
輝
と
封
照
し
て
'
練
成
時
を
簸
定
す
る
事
が
Ⅲ
凍
る
の
で
あ
る
｡

然
し
'
此
等
の
方
法
は
何
と

い
っ
て
も
視
差
が
多

い
｡
例

へ
ば
明
治
十
五
年
九
月
内
勝
省
地
球
局
測
畳
裸
刊
行
の

『
訳
京
城
天
守
姦
経
度
測
量
牛
年
報
』
と
題
す
る
報
骨
韓
を
披

い
て
見
る
と
､
明
治
十
五
年

.L
月

一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
牛
ヶ
年
に
互
か
連
夜
､
月
の
南
中
を
観
測
し
て
総
皮
と
定
め
y
居
る
0
線
平
均
を
と
る
と
東
京
償
天
守
轟

の
経
度
は
抽

禽

9
*
18
坤
59
.噂997

と
な
る
が
p
毎
夜
毎
夜
の
観
測
結
基
は
諮
し
-
散
っ
て
屠
tiJ
､
最
大
と
敢
小
と
で
は
時
間
で
は
二
十
数
砂
の
達
ひ
が

あ
る
｡
次
は
そ
の
若
干
を
摘
配
し
て
精
確
の
輝
度
堅
ホ
貰
う
｡

渦
上
で
な
ら
ば
賓
川
上
は
か
う
い
ふ
略
近
他
で
も
止
む
教
程
ず
と
し
で
満
足
す
る
乙
と
も
揖
凍
る
が
'
陸
上
で
は

我

脚

の

約

位

鵜

畔

棚

･:4
山

建

地

売

れ



地

丁

揃

範
十
三
怨

第

六

雅

男

O

四

到
底
さ
う
い
ふ
帯
に
は
行
か
を

い
｡
叉
着
乗
轟
皮
の
髄
差
を
線
審
す
る
時
代
は
あ
っ
て
は
､
地
球
の
異
形

『
ぜ
オ
イ

ド
』
を
摘
樹
脂
と
見
て
も
其
の
相
違
は
､
遇
に
着
表
程
度
の
誤
差
よ
-
小
で
あ
る
か
ら
P
天
文
撃
的
経
緯
度
と
測
地

撃
的
経
緯
度
の
差
を
ど
も
毒
も
考
慮
の
要
が
な
か
っ
た
｡
け
れ
ど
79
近
代
の
要
求
､
例

へ
ば
セ
オ
イ
ド
が
楯
同
機
と

ど
れ
轟
違
ふ
か
を
ど
ほ
梱
れ
る
ほ
は
是
非
共
砂
の
十
分
の

一
或
は
其
れ
以
下
ま
で
79
精
密
に
粒
度
も
定
め
ぬ
ば
在
ら

ぬ

｡
n
う
し
た
経
度
の
精
密
測
定
に
は
､
今
日
の
凝
.
最
良
法
と
し
て
所
謂
電
信
経
度
法
と

い
ふ
の
む
用
ゐ
る
｡
こ

れ
は
遠
隔
の
地
は
居

てグ
リ
ー

ニ
ッ
チ

(
或
は
綻
皮
既
知
な
る
基
準
地
鞘
)
の
地
方
時
刻
む
知
る
の
は
'
其
慶
か
ら

電
信
で
侶
放
し
て
業
ふ
の
で
あ
る
｡
電
信
と

5,
つ
て
も
社
家
は
有
線
電
信
ほ
か
を
か
っ
た
の
で
'
世
界
各
地
か
ら

1

畢
ほ
し
で
練
成
に
直
接
指
淡
を
組
む
輝
に
は
行
か
を

い
｡
特
に
盈
海
兼
官
千
旦
と
臣
つ
る
地
方
で
は
湿
度
電
線
は
よ

る
外
は
在

い
か
ら
､
事
業
は
中
々
日
で
冨
ふ
轟
溶
易
で
老

い
｡
何
と
し
て
79
練
成
か
ら
ア
デ
ン
.
ア
デ
ン
か
ら
ポ

ン

ペ
イ
P
rボ
ン
ベ
イ
か
ら

マ
ド
ラ
ス
等
々
々
と

い
ふ
工
各
に
何
段
に
79
何
段
に
も
値
切
っ
て
､
順
次
其
の
同
間
置
間
の

綬
比
差
を
測
っ
て
行
-
外
は
在
か
っ
た
｡
然
し
今
日
で
は
､
無
線
電
僧
が
磯
達
し
で
'
通
常
の
設
備
講
へ
す
れ
ば
欧

州
の
醜
縦
倍
魂
も
海
-;
甫
里
を
距
つ
る
東
亜
に
居
で
も
容
易
に
之
を
受
信
し
柑
る
棟
に
な
っ
た
｡
従
っ
て
､
各
地
鮭

庇
の
測
定
も
､
草
は
天
欄
観
測
は
よ
っ
て
其
の
地
の
地
方
時

む
精
測
す
る
傍
ら
P
ラ
ヂ
オ
某
龍
で
基
準
地
の
時
報
h
.

受
信
す
れ
ば
､
両
者
を
比
較
し
て
容
易
は
目
的
を
達
し
得
る
rJ
と
と
在
っ
た
｡

允
も
､
か
や
う
な
有
線
或
は
無
線
電
信
法
で
直
接
は
天
文
撃
的
経
度
を
定
め
る
の
は
'
各
図
で
も
通
例
数
個
の
特

別
を
基
準
地
鮎
に
限
る
の
で
､
地
圃
iJ>
記
載
す
る
其
の
他
無
数
の
市
町
村
山
川
池
樺
の
位
置
は
'
つ
ま
-
は
是
等
の

基
準
地
都
の
経
緯
度
を
士
姦
ほ
し
､
三
角
測
最
術
と

い
ふ
純
然
た
る
陸
上
の
測
定
に
ょ
つ
で
臓
係
づ
け
､
地
球
を
完



重
な
る
順
風
憶
と
暇
足
し
て
計
等
盤
排
し
た
も
の
で
あ
る
｡

奴
…ら
ば
我
閉
経
比
の
基
準
精
密
測
定
は
従
来
ど
う
な
つ
LtJ
居
る
か
?
｡
蓑
に
初
め
で
'
本
稿
の
日
的
た
る
我
閥
の

経
度
基
準
測
定
の
軍
蓬
を
述
ぶ
べ

き
順
序
と
な
っ
て
兼
ね
｡

回
桶
す
る
に
､
我
閣
内
の
地
鮎
で
其
の
経
度
が
電
信
法
は
よ
-
精
密
に
決
定
n
れ
練
成
と

連
騰
n
る
る
rJ
と
教
程

ね
の
は
､
長
崎
と
横
清
が
敢
初
で
'
米
問
擬
革
の
卦
蔭
で
あ
る
｡
而
し
て
之
は
'
印
度
が
共
闘
の
属
領
在
る
踊
係
上

つ
と
に
英
問
政
府
に
よ
っ
て
精
塘
在
る
紐
皮
測
定
が
行
は
れ
､

マ
ド
ラ
ス
の
握
皮
を
練
成
か
ら
兼
に

5%
20遥
9･5'42

と
し
て
居
た
の
は
準
接
し
た
も
の
で
あ
る
｡
即
ち
西
暦

.I
八
八

1
年
よ
･Ch
二
年

(
明
治
十
四
年
よ
み
十
五
年
)

に
か

け
p
川
来
観
海
軍
士
官
ダ
ビ
ス

D
IV
is
や

ノ
タ
ス
N
o
rris
等
は

マ
ド
ラ
ス
-1

シ
ソ
ガ
ボ
ト

ル
ー
ー
セ
ン
ト
'
ぜ

-
ム
ス
岬
-

香
港

-
上
海
～
～
長
崎
-

横
潜
と
五
段
乃
至
六
段
つ
夜
ぎ
ほ
順
次
電
信
鯉
皮
法
を
施
行
し
て

如

昂

(
＼
9
7
･
鍾
欝
盛
挙
)

筒
締
-
･･･鋸
南

讐
89坤
98
･8
99

帥

貢

･･-

轟
諌
FE皿
帯
河
陣
･･････3
9
5}
7,申
77

を
得
カ
の
で
あ
っ
た
｡

光
も
､
日
本
閣
内
だ
け
で
の
二
地
鮎
の
経
圧
差
を
電
信
法
で
精
測
し
た
例
は
､
之
は
-
以
前
に
も
若
干
あ
る
.
其

内
特
に
長
崎
と
束
詫
間
の
揮
圧
差
は

(
イ
)

肌
治
七
年

(
酉
膳

1
八
七
四
年
)
川
ダ
ブ
イ
ッ
ド
ソ
ン

D
avi
d
s
o
n
と
チ
ッ
ト
マ
ン

T
ittm
an
両
氏
と

が
電
信
法
で

き
め

翻
弄
-

穎
粥
FE7g
‥
････3
笥
2
9
.
fJ'45

我
閥

の
緋
腔
拡
畔
測
光
の
担
避

屈

等

五



地

城

節
十
三
令

姉
六
班

四
三

六

(
ロ
)

明
治
十
二
年
よ
-
十
三
年

(
西
暦

1
八
七
九
-
八
〇
)
は
亘
･a
p
地
坪
月
測
定
課
の

川
荒
井
邪
之
助
.
小

林

1
知
氏
等
も
電
信
法
で
薯
測
し

榊
昂
-

寓
師
団
････‥
3
95}
29.噂
09

を
得
て
居
る
｡
先
は

(

'
1

)

明
治
十
四
年

(
西
暦

一
八
八

一
年
)
糾
小
林

丁
知
二

二
浦
情
俊
両
氏
は
､
横
潟
と
栗
東
と
の
粒
度
差
を
電

信
蔭
で
測
-

2
0
,79秒
を
出
し
て
居
る
か
ら
.
之
に
前
記
米
園
海
軍
の
測
っ
た
長
崎
横
潜
間
経
度
差
を
加

へ

る

と

軸
糾
-

和
爵
FETq
帯
開
胸
･･････3
95}
28.讃
6

J
J在
る
0

告

J
で
p
明
治
十
九
年

(
西
暦

一
八
八
六
年
)
我
海
軍
の
軌
象
養

(常
時
あ
っ
光
源
畢
附
属
の
天
文
轟
)
で
は
つ

rJ
の
(
イ
)(
P
)(

ご
三
池
-
の
東
京
長
崎
間
鮮
度
差
を
卒
均
し
で

3
9
遥
9.申
03
と
L
t

之
を
来
園
海
軍
が

き
め
て

呉
れ
ね
長
崎
の
経
度
は
加

へ
'
東
京
麻
布
天
文
養
内
チ
ッ
ト
マ
ン
氏
観
測
瓢
の
鮫
皮
と
し
て

紳

糾

(
叫

･'

ナ

1
･/
鍾
曹
塗
壁
)

閤
押
･･････9
%
18
卑
5
8
.噂0
相

と
決
定
採
用
し
た
｡

爾
凍
'
明
治
時
代
を
通
じ
大
正
初
年
晋
で
長
い
間
､
日
本
各
地
の
経
度
は
絶
て
此
の
兼
京
経
度
に
準
接
し
て
測
定

或
は
計
算
す
る
こ
と
と
な
み
､
参
謀
本
部
刊
行
の
地
聞
夜
ど
も
､
明
治
年
間
印
刷
の
分
は
菅
之
か
ら
割
む
出
し
た
経

度
を
記
入
し
て
あ
る
｡
尤
も
.
明
治
二
十
五
年
東
京
天
文
蔓
助
手
水
原
及
び
轄
速
の
嗣
氏
が
新
た
に
東
末
-

長
崎

並
び
に
兼
京
-

･
横
潟
の
経
度
差
を
電
信
法
で
測
-
直
し
た
結
果
と
､
そ
れ
か
ら
抹
威
よ
-
長
崎
は
至
る
途
中
の
外



闘
観
測
の
修
正
な
ど
も
番
慮
し
て
t
M
寺
尾
藷
博
士
は
兼
京
経
度

9
*
18
285
8
,g222
と

5'ふ
の
む
提
唱
さ
れ
ね
こ
と

も
あ
る
が
旗
-
各
方
面
ま
で
に
採
用
さ
れ
る
に
至
ら
ず
'
依
然
と
し
て
明
治

十
九
年
海
軍
観
象
婁
決
定
の
分
が
襲
用

さ
れ
て
居
た
｡

然
し
.
明
治
十
九
年
決
定
の
東
京
経
度
が
'
其
の
基
礎
と
在
っ

て居
る
各
置
闇
の
経
度
差
測
定
中
に
完
金
を
修
正

の
施
し

てな
い
も
の
の
あ
る
rJ
と
は
革
質
で
あ
ら
､
文
末
京
長
崎
間
の
凝
圧
差
と
し
て
平
均
し
た
(
･<
)
(
こ

(
〇
三

棟
の
倍
は
､
今
日
の
測
定
楯
か
ら
見
る
と
､
息
互
に
刑
か
か
け
離
れ
す
ぎ
て
居
る
減
が
あ
る
の
で
.
海
軍
水
路
部
で

は
.
大
正
年
代
は
入
る
と
間
も
鈍
-
文
京
握
度
を
更
に
精
確
に
測
-
斑
す
計
量
を
立
y
ね
｡
但
し
練
成
に
つ
夜
ぐ
逸

筋
と
し

て､
印
鑑
を
通
っ
た
従
来
の
も
の
と
異
を
～二

年
度
は
シ
ベ
リ
ア
過
少
と
北
来
合
衆
闘
過
少
の
二
筋
を
選
ん

だ｡
組
成
よ
-
西
廻
-
ほ
は
'
常
時
班
に
倉
東
関
の
手
で
組
育
'
桑
維
'
和
睦
を
経
て
ガ
ム
島
ま
で
電
信
鮮
度
法
が

蟹
施
せ
ら
れ
､
比
較
的
少
数
の
中
腹
で
ガ
ム
の
経
度
が
精
確
に
田
で
居
た
か
ら
､
川
海
軍
水
路
部
の
技
師
中
野
徳
郎

氏
等
は
､
大
正
凹
年
(西
暦

一
九

1
五
年
)
'ガ
ム
と
東
京
間
の
電
信
経
度
法
を
行
つ
.tJ
､
そ
れ
か
ら
東
京
粒
度
を
求
め

た
｡
叉
他
方
p
練
成
よ
-
束
廻
-
1こ
も
'
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
'
十
五
段
つ
な
ぎ
に
タ
ラ
ジ
ヲ
ス
ト
ッ
ク
の
経
度
が

ロ

シ
ア
陸
軍
の
手
で
分
っ
て
屠
允
か
ら
'
中
野
氏
等
は
大
正
五
年
秋
よ
･ct大
正
六
年
71i月
に
か
け
て
タ
ラ
F,,h
ヲ
と
某
詫

間
の
乾
信
粒
度
港
を
行
以
､
此
の
方
面
か
ら
も
兼
京
経
度
を
出
し
て
iBj.ね
｡
其
の
鴇
基
.
兼
京
天
文
毒
内
チ
ッ
ト
マ

ン
氏
観
測
瓢
の
瞳
庇
は

(
イ
)

ガ
ム
島
経
由
‥
･三
･･･9%
18坤
5
5.7.'738
(淋
菌
)

(
p
)

シ
べ
-
ア
経
由
･･･-
91･S
L8坤
58,着
644
(嶺
甫
)

我
が国

の
紐
皮
拡
畔
川
･:4
の
担
辿

印
呈

七



地

球

節
十
三
番

第
六
耽

&
0
肘

A.

と
な
つ
カ
o

水
路
邸
で
は
､
此
の
両
方
か
ら
Ⅲ
ね
値
の
信
用
度
を
加
蟻
し
て
平
均
を
と
っ

て

擁

糾

(
叫

P

T
1
y
見
舞
蓮

華
)

謂
押
‥
････9
%
1

8や
58.8.714

と
決
定
し
､

大
正
六
年
十

山
年

1
牧
に
之
を
聴
表
し
た
｡

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

此
の
新
決
定
倍
を
従
雑
使
っ
て
居
た
明
治
十
九
年
決
定
の
倍
は
比
鮫
す
れ
ば
.
時
間

で
O
H.
6
9i
従
っ
て
角
は
寓

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
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ヽ
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

す
と

)0
'､,4

だ
け
多
-
在
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡

そ
し
て
､
此
の
修
正
は

1
股
に
採
用
畏
れ
､

陸
地
測
量
部
の
地
間

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ほ
も
.
其
の
後
刊
行
の
分
に
は
必
ず

10
1rA

覆
る
修
正
か
j施
し
て
あ
る
の
で
あ
る
.

rb
でp
時
勢
は
記
は
進
展
す
る
｡
枕
近
無
税
電
信
の
発
蓮
は
p
総
務
極
め
て
困
難
を
事
業
で
あ
ケ
ね
経
度
測
定
計

も
割
合
は
容
易
な
仕
串
に
化
し
た
乙
と
は
先
さ
け
遇
べ
た
通
力
で
あ
る
｡
蓋
し
有
線
電
信
経
度
法
の
様
に
'
蔑
段
に

も
蔑
段
に
も
償
切
る
必
要
を
-
､
欧
洲
の
無
線
報
時
を
其
健
在
按
に
倣
界
各
地
か
ら
受
信
す
る
rJ
と
が
可
能
に
居
っ

た
か
ら
で
あ
る
｡

で
､
我
樹
で
79
兼
京
帝
圃
大
軍
の
新
天
文
毒
が
東
京
府
北
多
摩
郡
三
鷹
相
に
建
設
n
る
ゝ
や
.
優
秀
な
る
無
電
受

信
調
を
79
据
付
け
､
川
技
棚
橋
本
員
桑
氏
等
は
大
正
十
三
年
乃
至
四
年

(
西
暦

l
九
二
四

-

山
九
二
五
年
)
は
か

け
沸
囲
ガ
ル
ド
ゥ
及
び
獅
逸
ナ
ウ

エ
ソ
の
報
時
政
法
を
匿
接
受
信
し
て
新
天
文
轟
の
経
度
を
定
衿
ね
｡
其
の
結
果
は

川
細
川
沖
酬
帯
締
･･-
･･9
7$
1

8
甲
i
O
.噂1
0

と
在
っ
た
｡
之
を
前
記
の
水
路
部
決
定
東
京
鮮
度
に
比
較
せ
ん
に
は
.
三
鷹
天
文
蔓
と
麻
布
天
文
轟
と
の
間
の
経
度

差
を
知
ら
ぬ
ば
在
ら
ぬ
が
､
そ
れ
は
既
に
大
正
十
二
年
有
線
電
信
総
皮
法
で
賓
測ー
さ
れ
て
居
-
､
諏
京
天
文
轟
内
チ



ッ
ト
マ
ン
氏
観
測
勤
ま
で
は

4
8
･558秒
と
な
る
O
故
に
兼
京
経
度
は
無
電
に
よ
る
と

紳

糾

(

叫
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サ

4
y
鍾
欝
iF.rl讃
)

(関
押
･･････9
*-.
1

8や
58.中
か58

と
在
る
わ
け
で
あ
る
｡

故
に
現
川
の
我
囲
経
度
基
準
は
'
無
線
電
信
経
度
法
は
よ
る
も
極
め
て
僅
か
の
差
が
あ
る
許
む
で
.
た
っ
た

〇
･

〇
五
六
秒
だ
け
大
dlJす
ぎ
て
居
る
に
止
ま
る
｡
然
し

い
-
ら
僅
か
で
79
差
が
あ
る
以
上
､
そ
の
内
に
は

一
役
ーこ
も
結

局
修
iE
佐
川
ruれ
る
乙
と
は
怒
る
で
あ
ら
う
｡

我
々
が

1
昨
年
の
夏
明
石
で
粟
種
宵
三
十
五
度

quつ
ち
ら
の
虞
を
求
め
な
の
も
'
三
鷹
の
新
決
定
経
度
に
準
接
し

た
報
時
を
受
け
て
.
之
h
t天
機
観
測
始
泉
と
比
較
し
た
の
で
あ
っ
た
.
で
'
若
し
陸
地
測
鹿
部
が
再
び
其
の
地
間
を

修
正
し
て
.
各
地
の
測
地
塾
的
緯
度
を
時
間
で
0
.0
5
6

秒
だ
け
減
ぜ
ら
れ
る
な
ら
ば
'
明
石
の
天
測
経
度
と
地
園
上

の
そ
れ
と
の
違

以
は
､
私
共
の
前
稿
に
掲
げ
た

0
.96秒
の
代

少
に

0
.90秒
と
在
る
評
で
あ
る
｡
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